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埼玉県学力・学習状況調査
７月１０日実施

県教育委員会では、子供たちが現在の実力

を知り、「どれだけ自分が伸びたか」を実感

し、自信を深めていくことを大切にしたいと

考えています。

そして、自信を持った子供たちが、自分を

さらに伸ばし、自分のよさを活かしていける

ような教育を進めていきたいと考えています。

本調査は、「学習した内容がしっかりと身に

付いているのか」という今までの視点に、

「一人一人の学力がどれだけ伸びているの

か」という視点を加えることで、子供たちの

成長していく姿が見える、全国でも初めての

調査です。

また、本調査では子供たちの、「学力の伸

び」を測ることができる「教科に関する調

査」、学習に対する意欲や学習方法、さらに

家庭での生活習慣等に関する「質問紙調査」

のほかに、各教育委員会や各学校の取組につ

いての「質問紙調査」も実施しています。

「学力の伸び」は、子供たちの1年間の学

習成果であるとともに、教育委員会や学校の

取組の成果でもあります。埼玉県学力・学習

状況調査で示す、子供の「学力の伸び」と

「教育委員会や学校の取組の変化」の関係を

検証することで、今まで以上に取組の効果を

確かめることができると考えています。

埼玉県HPより

８月２４日（月）の臨時登校まで、家庭学

習、部活動など有意義な時間を過ごして

ください。ご家庭のみなさま、ご協力お願

いします。生徒のみなさんは、家族の一員

としての役割を果たしてください。

勉強は学校と家、両方で
～学習習慣を早めに確立しよう～

予習ができる中学生になる

「家での学習」には予習と復習があります。

その日の授業の復習や、次の授業の予習をする

のが中学生の勉強の仕方です。

差がつくのは学校より家

授業中につく差は案外少ないのです。でも、

家では一人です。自分自身で勉強しようという

気持ちをつくれる人はいいですが、それができ

ない人は、家では全く勉強しません。だから、

ここで大きな差がつくのです。

１年生でのつまづきは最後まで響く

１年生でのつまづきは３年生の受験期まで響

きます。勉強というのは不思議なもので、習っ

たその時は分からなくても、少し先に進むと分

かってくることもあります。しかし、大抵は分

からないままにしておくと、進めば進むほども

っと分からなくなります。

分からないことをそのままにしない習慣をつ

けてください。

部活動や行事も中学校生活の重要な一部

部活動は、異学年との交流や仲間との協調・

協力など、それを通して得られることも多いの

で、前向きに考えてもらいたいと思います。

教育ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ 梅野弘之

学年目標
「気づき、考え、行動する」
・自ら学習する
・相手の気持ちを考える
・たくましい心身をつくる

一生懸命、やる人、やった人
誰も笑わない
笑う人は、
スタートにも並べていない人
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☆ 夏休みの部活動 ☆
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学校教育目標 ◇志を高く、夢を大きく、日々努力する生徒を育てる◇
○自ら学ぶ生徒 ○思いやりのある生徒 ○心身ともに健康な生徒


